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新遊星の襲見ご益々の物語
　　　　　　　　米國バeクレイにて

　　　　　　理學博士上　田　　穣

　この通信が日本へ到着の節は暑，つと多く．の事實が新遊星について知れて

みること・思はれるし．又印刷が出來上る頃にはもっともっと多くの事柄

が知れてみることだろうが．今その獲見獲表當時の．天文皇のエキ．サイトメ

ントやそれに關聯してのエピソーードなどについて物語りナこいと思ふ．

　ローエル天文墓が三月十三日に新遊星倉見を磯表しナこ時には確かに天文

家といはす一般に多大の興味を湧かしナこものである．全ての新聞は一齊に

この記事を掲げナこが，電文は正に日本の新聞にも報ぜられt：ものと同様の

ものであっナこ．

　各新聞ののせたUnited　Pressの記事は全く同様のものではあっtこが敷

延しナこ記事には多少の誤記があり，又爽見者をシヤプレー氏なりとする新

聞もあって何庭の國も攣りないことを感じされられナこ・省ほこれに劃する

天文痴者の意見を附加してあっナニが，何れもこの獲見を訳詞しナこものであ

って，例へば加州大肇聰長にして叉リック天文毫の憂長であるキヤンベル

博士はcc　a　very　fine　piece　of　work　and　an　important　discovery”であると

述べてをられる・

ノ・一ブード天文墓から各天文豪へ邊附甘られた公報は次の如きものである

　　　　　　　　　　　　　　　　　C．A．MBRIDGE　MASS　MAR　］3　1930　20，5　1）

STUDENTTS　OBSERVATORY

　　BERKELEY　CALIF

LOWELL　OBSERVATORY　TELEGRAPHS　SYSTEMATIC　SEARCFI　BEGUN
YEARS　AGO　SUPPLEMENTING　LOWELI．S　INVES　I’IG，NTIONS　1一’OP．　TR．ANS．

NEPTUNIAN　1）LANET　HAS　REVEALED　OBJECT　WHIC｝1　FOR　SEVEN

VViEEKS　1－IAS　IN　RATE　OF　MOTIOiN　AND　PATII　CONSISTI｛］NTLY　CON－

FORMED　TO　TRANSNEI）TUNIAN　BODY　AT　APPROXIMATE　DIS’rA？．NTSE　HE

ASSINGED　FIFTEENIT［1　M，YGI　ITUDE　POSTTIO＞1　MARCH　TWELVE　THREE

HOURS　G？VtT　WEST　SEVEN　SECONi　DS　OI？　TIME　FRO：T　DELTA　GEMII．KJORUM

AGREEINTG　LOXVE，LLS　PP．EDICTED　LONGI’1’UDE’　H，NRILOW　SIEAI）LEY
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　さて天文塁での様子はどうであったかといふに，この入電があると忽ち

の中に口から口に傅へられ，自分はDr．　BobrovnikofからL新遊星が爽見

せられナこさうだが「と聞かされナこものである・

　丁度ロイシユナー藪授が自分にこの獲見のことを話されナこ機に，傍らに

るナニWhipple君は直ぐ檬L計算をやらせて貰ひナこい「ことを彩：授に願つテこ

ものである・L御承知のDoctor　degreeのためにも是非に「といふ程の有

檬であっナこ．その時自分もハツキリ計算希望の旨を話すとロイシユナーは

クローフォード教授自身も計算しナこいといってみるし，外に計算希望の者

が多いので同教授が計算のtake　chargeをするがしアou’re　all］一ightiとい

ってくれナこ・

　後でクローフォード教授に自分も計算しナこいことを話すとし計算希望者

が多いが，ロイシュナー一一　nj授が承知なら共にすることを喜こぶ．何しろ

excite　thingナごカ、ら「　といレ9　nナこ．

　こんなことで自分は働ほ・・ツキリと周園の人々の燃えてみることを

rea！izeしナこのであっナこ．そして結局クローフオーードと自分，バウフーとホ

イプルの四入が計算することに結着しtこのである．

　そしてFlagstaffからair　mailで擬測材料の來るのを待つたが，土曜日

も日曜日も何の返事もなしに過ぎて終つナこ．月曜日にも矢張り同様に返事

を得られなかったので，先づ愈々Lowell天文塁が材料獲表の意志をもつ

て居ないらしいことをウスウス察せざるを得なくなつナこ．

　その内にYerkesのVan　Biesbroeckの槻測やNeubabelsbergのStruve

の短甲が報ぜられナこが，途にLowe11からは何の返事も得られなかつナこ・

　MしHamiltonへこのSem，sterの聞いってをられるProfi　Meyerから

手紙を貰った端にL昨夜と今晩（三月十九日）も新遊星の爲眞をとるつもり「

といふことであっナこが，とてもそれ程の僅かな士卒の糊測からは軌道計算

は：六ケ窪しいと思つナこ．

　こ5で一度前に戻って新聞の其後の報導を摘録して見ナこいものである，

それよりもLowell天文肇から出された公報はといへばV．　M・Slipher氏

の署名によるCircularであって同じく三月十三日の三二になってみる，
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　これは花山天文毫へも届いてみること〉考へられるが，叉最近のPopular

Astronomyにも記せられてるるから多くの人々は御承知のこと・思はれる・

それによると

　　この度の襲見は全く1905年冬owell氏によって初められた捜索豫定の所産であ

　るが，昨年この目的のために設計せられたローレンス・ローエル望遠鏡を得て更：

　に捜索を再生したのである・

　　新遊星は敷週前C・W・Tombaugh君によってBlink　comparatorを用みて登見

　せられたが，最初の寓眞は一月二十一日に撮ったもので，二十三日，二十九日，次

　で二月十九日以後は引妬いて襯測が行はれてるる・

　　その蓮行の遽度から見て海王星軌道の外側にあるものらしく，40乃至43天文

　軍位の距離にあることが認められる．その天空上の運行の路筋及び速度から正に

　かの1・owellの豫卸した距離の附近にある海王星外の天腱の運行であることが曜

　かめらわる・

　　光級は十五等級であって，光級に於ても亦大さに穿ても海王星には比較すべく

．もない・取り敢へず色の槍査を試みたが，天王星や海王星に見るが如き青色を呈

　せず，寧ろ内遊星に類似して黄色に非ずやと思はしめる・このことはアルベド低

　く密度大なることを暗示するものである・

　　今これ等の事柄が充分到らな）・以前，この予見を登表することは爾早の嫌ひが

　あるけれども，亦これを登表ナることによって他の天女學者の出隅を待つことは

　科學に謝する義務なりと信ずるのである．

　　新聞紙の報ずるところによると，この度の登見者Tombaugh君はカンサスの百

　姓の枠で，一年前にローエル天丈i嚢へ重り，新しいローエル望耳鏡で働）・てるた

　とのことである．叉，新聞紙は田舎にみる親爺を拉し來って其口を開かしめてゐ

　る．Lアノ小供はそんな事を仕出かしさうな小供でしたよ■と．誠に親のi青愛は國

　を異にしても異なるものでないことが見られるのである．

其内に又面白い新磯見が新聞で報ぜられナこ・

　　それは三月骨五日ローマからの電報で，邸ち，イタリーの地震學者にして且つ

　天文學者Prof・Rafael　Bendandiカ｛四つの遊星を弓隠したと）・ふことである・

　　この登口はUnited　Pressには六ケ月以前に知られたものであるが，同教授はそ

　の登表を噺つたのであった．今・Lowe11天交i藝の新遊星登見に刺裁せられて，そ

　れを登表したといふことである．

　　この四つの遊星の内第二のものがLowell天文毫z）ものと一致してみるものら

　し）・といふことを結論し，その観測材料は他の天文學者に見せようといってみる

　のである聖
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　この様な報導が解ると誰しもnervousになるに相違ない．しかもこの報

導には他の天文家の意見も載せてみるのだから全く本格の報導である．ロ

イシユナー教授はこれをhighly　improbableであるとし，　BerlinのPro£

Ludendorfの意見としてL一一一つの遊星を磯見するのにとてもの骨折りなの

に四つも爽閉するなんてalmost　unbelievableずごコと書いてある・

　叉Lowell　observatoryのSlipher氏の話はLPIanet　Xの測定でとても忙

しい．今Bendandiの三見を議論しナこくない「とあっナニ．

　この事もこの度の薪遊星磯見に件ふエキサaトメントの一つではなから

うか．

　このエキサイトメントは蕾にこれに止まらない．この星の命名法に關す

る多くの申出でにも見られる．

　新聞によると坪当立法部で新遊星の命名に肥してdiSCussionが行はれた

といふことである．その原案はギリシャ紳話に出て來る手製の朋を蝋でく

っつけて飛んだとい．E｝・　L　aカルス「といふことであっナこ．これはロンドンの

軍縮會議に出てみる使節か随員かから申し出られナこ由であるが，この後の

話しも聞かないし，只一説に過ぎなかったとは思はれたけれども，アメリ

カの門々の或る種の意氣込みが看取せられる様に思ふ．蝋がとろけて地中

海に落ちナこ痛快男子と全米から勇者と讃められ，一一za手一投足が新聞に報

導せられる太洋横断のリンドバーグ氏とが比較せられる．

　天王星の名前は猫逸のボーデの案が探用せられ，海王星は佛蘭西のル訟

・エー
i少々あやし？）によって舖けられt・ヵ・’，今こ鍍蝋遊星鷹によって

名附けられんとするや．議會で命名するのも一法であり，叉Liしerary

Digestあナこりが國民一般投票に間ふのも平平らしくて面白くはなからうか？

敢て薮に提議して置く．

　叉イタリアのブレラ天文毫のBianchi教授は，木星や海王星の兄弟であ

るプ7V　・一トをもって命名しナこいといってみる．

　新聞が今見當らないので何虚で提出したか忘れて終ったが，この下見が

NeWtonの法則の勝利を意味するものとしてNew亡onの名が歩けられナこそ

うであるが，自分はこれに賛成しない．
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　もしそれがよければ前の獲見帥ち海王星の獲見のときに名附くべきもの

であっナこのである．此度びの螢見は萬有引力の法則の光榮とするよりも，

鶴測器械の優秀と観測者の努力に明すべきものであると思はれる．

　如何にも故Lowellの研究はLowell天文皇員の指導精神となつナここと

は明かであるが，直接その計算結果が嚢見を尊びいたと解することは出來

ないであらう．

　Lowell天文毫の獲見電報にいふが如く，L丁度故Lowellの豫期しナこLon－

gitudeに一致する「といふ黒占は，いくらか割引して護まなければならな．い．

　それは新聞紙上に表はれtこるTombaugh君自身の語るところよりしかく

云ひたいのである．勿論それ等の記事は悉く信頼すべきではないが，それ

はこの度の報導に早して最もreaSonabreな記事を供給してみる8cience

ServiceのCopyrightを得てみる記事である．

曰く

　　この度の新遊星捜索の仕事は全くSystematically　arranged　programによるもの

　で，全天に渡って黄道を隈なく注意を以て検査する筈であった．数ケ月の間絶え

　ざる努力によって新遊星を饗見せんとしたのであるが，多くの小遊星や攣光星を

　登回したに止まって，仲々薪遊星は登見せられなかった．

　　今や黄道探索が牛周天を終らんとした頃この新遊星を螢見したのである・

この新聞記事から見ると，この度の捜索が故Lowell氏の豫報しt：るも一つ

の位置から開始せられテこらしいところが見へるが，叉同時に故Lowell氏

の豫報に信頼してこの獲見がなし途げられたとは見られないことが明らか

にされる．

　次に観測に用ゐられた望遠鏡はL十三吋トリプレット「とあって，今後こ

の獲見に刺戟を得てこの種の望遠鏡が幅をきかすと思はれるが，それにつ

けてもVisual、telescopeは（Mr．　Wrightの言葉を借らすとも）時代遅れの

もの〉様に思はれる．

　このL十三吋鏡「はLorence　Lowell　Tele3copeとある通り，故Lowell氏

の紀念ではなくその兄弟帥ちHarvard　UniversityのPresidentの寄附によ

るものである．

　話は攣って・この前の當天家毫のSeminarの席上，　Prof　Leuschnerは
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New　objectについての報告をせられた．そして同席者の意見を徴せられ

ナこ0）であるが，その節，當方から電報にてLowell　observatoryに軽し槻測

材料を逡附して呉れることを依頼し，叉手紙にて其後依頼しナこが何等それ

に報ひられなかったことを話された．又附加してProf．　Crawford又Ueta

も計算される筈であったが，以上の檬な課で返事がなく，蝕りおそくな

って終ひ，Crawfordはも早や計算の興味を失はれたので自分の指導の下に

BowerとWhippleに計算をして二つナこのであるといふことを断はられk．

その時の結論はLO．　Bu11etin　No，421に載せられたものと同一であるが，

今その結果を略述すると次の様なことである．

　一般直接解法によると下表第一行の様な結果を得られるもので，太陽よ

りの距離は大一三定のものと大差ないことが認められるであらう．しかる

に槻測と計算との差を僅か0．’！6修正すれば第二行の如き結果となって，

長孚脛が37．5から53．4と攣化するのであるから，これをt】’ans－Neptunian

pjanetとして確定するためには斯くの如き僅かな日数の観測にては不充分

であるといふ風に解すべきものであらう．更にconditioned　ellil）seとして，

54　parabolaとして軌道要素を改めると，下表の如き結果となるのである．

　　　　　　　　　　　　　Elements，　1930，0

「
ω
　
Ω
　
．
z
　
8
　
α
　
ρ
　
偽

　　1　II　General
　　　　　Correcteddirect　s．olutien

202。24／

109　22

17　7

0，111

37．4S

3ri’，01

41．0

97。56／

109　23

16　46

0．541

53．41

．37．80

40．86

III　　　　正V
Conditioned

　ellipse

　A
249016’

109　22

17　11

0．344

41．13

36．25

40．90

　13
106。58／

109　22

工654

0．302

41．10

37，36

40，87

V
Parabola

　八
260。52／

109　21

17　32

1．000

　co
3　e5　．03

40．92

VI

　B920481

109　23

16　t・s5

1．000

　00
38，63

40．85

　上の表を検して驚くことは，楕圓率が0．111から1．000まで攣化の可能

性があることである．從ってこれ等の結果からしては，その楕圓率と長牟

径については何等（lefiniteなことがいはれない筈である．しかも我々の興

味のか・る瓢は正にこの楕圓率と長賊心にあるのである．
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　只これ等に』貫してみることはS2とiとの値が殆んど一致してみるこ

とであって，これは全くobjectがNodeをpassする時期に當って観測

が行はれた爲めである．

　つい筆の蓮びの都合上，如上の結果と自分のそれに封ずる評論とを一所

に書いて終つナこが，當日Leuschner教授は結果について多くは語られなか

ったのである．

　四月五日に，このStudents　Observatoryから獲表したものが六つの要素

を含まなかつナニのは全く上の材料に基いてゐナこが爲である．

　こ・でPerc齢al　Lowellが1915年に獲表しナこ即妙遊星の軌道要素が如何

様なものであるかを見て置く必要がある．故LQwellは海王星外遊星の存

在を考へることによって天王星の観測誤差が最小自乗を示すが如き解法を

求めたのであるが，それには二つのsolutionsを生じて

　　　　　　　　　　　　　　　（T）　（II）
　　　長　　　　牛　　　　そ璽　　　　　　　　　　　43。0　　　　　　　44，7

　　　質　量　　・・…　4簸靴・糊・届m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　楕圓…奉　　0・202　0・195
　　　近日黙位置　　　 203．ρ8　　19．。6

　　　1914July　Oの日月：黄裡i　84．。0　　262・。8

それで質量は海王星と地球との馬鞭となり，アルベドによって異なるが十

二，三級の星で，角度1秒位の直径をもつてみるものと推定しナニ．しかし黄

道傾角については別段計第から出て來ないが，他の遊星のanalogyから見

て十度位のものと豫濁してみるのである．その檬な繹であるから，これと

前に掲げナこ要素とを比較するときその差違については掛り多くを云ふこと

は出具ない．しかもSlipher氏の述べてみる如くローーエル氏の計算をsup－

plementしナこものであるといふ以上，（1）の要素と實際軌道が一致してみる

といふstatementを否定することは六ク深いであらうと思ふ．

　その前後の新聞紙の報導によるとし佛國學者は此度の天艘はLowellの

豫期したものと相違してみることを指摘しナこ■とあったが，その詳かなこ

とに隔ては自分は知らない．

　しかるにScience　Serviceの報ずるところによるとSwarthmore　Co11ege
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の引々がLowdlよりN料を得て軟道を計算しナこといふことである．而し

て當天文皇からの問合はせ電報に封して次の如き要素を知らせて來ナこので

ある

　　　　Lowell　object　computed　collaboration　J．　A．　Miller　fellows．

T
o
．
．

i

log　a

腓

Of

T

讐｝一

1：欝

1！ノ1】2

鷺4膠｝1・・…

　上の如きものであって實に大なる楕圓率を有してみることが知られる．

しかも長孚径が216．7天文即位で豫想以外のものといはねばならない．

　この報知を得て1）rof．　Leuschnerは直に新聞紙に衣の如きstatementを

磯表しナこが，又単なる注意を引き起した様に思はれる．

　新聞肚のつけナこ表題は

　　　　　“U．　C．　Astronomer　scouts　Planet－X”

といふ・實に皮肉な表題である．SCQutといふ箪語はボーイスカウトで御

馴染みであるが，この言合Lアザ笑ふ「．を意味する．

　大盟の意味は次の如くである．

　　ローエル天丈塁にて一月に聾見せられた海王星外遊星は長年探し求めたものに

　非ずして，軍に大きいasteroidか，多分はCometであらうとはロイシユナー氏の

　statementである．

　　スワスモアの計算はカルフォルニア大學が四刀五日に登表したものとよく一致

　してみるが，それは非常に大きな楕圓率を示すものである．叉ロイシユナP漱授

　指導の下になされた質量の計算はもともとその遊星存在の疑ひを生ぜしめた程の

　：大なる擾齪をなすに足りないことを示してゐ．る．

　　ロイシユナー敏授曰くL今度登見せられた天龍はPlanet　xではなく，或は木星に

　近づ）・たが爲めに甚しくその軌道の擾齪を受けた大なるasteroidか，或はIong

　period　Planetary・bjectsの一つか或はpossibly　a　comet．であらう「．

　新聞記事は筒ほ績いてるるが大塩に於てロイシユナ・一一Xf授の意圖がこれ
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で讃めるであらう．しかしこの記事がその儘ロィシユナー氏の全部の意見

と見るのは聞違ひなしとは保し難い・といふのは其の後L．O．　Bul’letin　No．

421を自分に示してLIから1▽までの軌道要素が殆んど同じephemerisを

與へながら，しかも楕圓率が0．111から1．000まで異ってみるのを御覧「

といはれナこ事實も考慮に入れねばならぬと思ふのである，

　このswar亡hmore　collegeの計算がどの位の範園の観測に基くものである

か不明であるが，恐らく観測の最初のものから最近のものまで含んでみる

こと・思ふ．而してこの結果は著しい事實を示してみるものといはねばな

らない．もしこの計算にして事實ならば全くLowe11の豫想しナこものとは

異なるものであることは明かである．しかし自分としてはこの計算がfin．al

なものとは思はれない．なほ一月二十一日から現在までの観測が軌道を定

めるのには短時日である結果と見なければならぬと思ふのである，今

Swarthmore　orbi亡についてp＝a（1－e？）を計算するとp＝37．64となっ

てeccentrlcityを適當に選べばmocler，ateなaが得られることを示すもの

である．又現在の位置がTrans－Neptunian　Planetとしてふさわしい程の距

離にあることもその望みを撮めるであらう．自分は測りに手プラの推挙に

深入りしすぎナこ様に思ふ．これは輩に自分の希望であると見られナこ方がよ

いであらう．

　最後にtrans－Nep亡unianなる言葉を了するのに超海王星一といふのも直

撃に當ってい5ではあらうが，こ・の天文憂でもtraDs－Neptunian　orbi亡と

trans－Neptunian　objec亡とを使ひ別けたいといふ様な論が出たのに鑑みて，

L海王星外遊星「といへば無難の様に思はれる．無難は李凡に堕して人を引

き付ける力を失なふ様ではあるが．　（バークレイの假寓にて）

イースターの日

　　夏期中の憲願助手若干名を募る

但し無給，天丈同好會員に限る．

詳細は返儒料封入にて下記へ問ひ合はされたし

　　　　　　　　　　　　　京都帝國大功花山天文豪


